
株式会社大学シーズ研究所

“潜在シーズ”を商品価値へ

◇企業との連携の現状、今後連携を希望する内容等

内容（共同研究、販路開拓、出融資 など）

・災害用備蓄食品の開発（（株）アプロサイエンスとの共同運営）

→防災と国際飢餓地域への食糧支援モデルの運用

・ゲノム編集技術を活用した新規のタンパク質解析法の開発

→病態モデル動物における評価系の構築

・昆虫（コオロギ）を活用した新規機能性食品の開発

→未来の食糧問題解決のための取り組み

・食用藍を活用した新規機能性食品の開発

→６次産業化における地方活性化

連携を希望する業種・企業 など

眠っている資源（価値となる種）の活用を考えている地域・企業・大学

徳島大学

【代表者】 代表取締役 岡部 慎司 【設 立】 ２０１７年１月

【資本金】 １００万円 【売上高】 15,000千円 （2018年4月期決算）

【住 所】 〒７７１-０３６０ 徳島県鳴門市瀬戸町明神字板屋島１２４番地４

【連絡窓口】 担当者： 所属・役職・氏名 代表取締役 岡部慎司

TEL ： 088 - 683 - 7255 E-mail ： okabe@daigaku-seeds.com

URL ： https://daigaku-seeds.com/

◇会社設立の経緯

大学や地域の保有する技術・特許等のシーズなどの素材をもとに

どうやって商品を世の中に出すかが重要です。商品化から販売ま

で一貫した事業を行うことで利益を上げ、次のシーズの顕在化を

繰り返すことができる事業を目指して設立。

◇事業・技術・製品について

事業内容

地域資源や大学シーズを活用した商品の開発・販売・コンサル

ティング業務

特徴、新規性、アピールポイント

市場や他企業の動向を分析して、自社の特徴を活かした

「勝てる戦略」を立案し、収益力を高めるためのプランを提案

応用が期待される分野 など

地域や大学に眠っているシーズを活用し、イノベーションを起こ

すためのアイデアを創出するため、あらゆる分野への展開・適

応が可能（例えば、６次産業化など）

徳島大学と大学シーズ研究
所は、SDGsの掲げる飢餓
や環境問題解決に向けての
活動に取り組んでいます。

昆虫パン（近日発売予定）


